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取扱説明書 

１ 

H-753 
ハンダゴテ絶縁抵抗・温度計 
このたびはホーザン Ｈ-７５３ ハンダゴテ絶縁抵抗・温度計 をお買い上げいただき、まこ

とにありがとうございます。この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。ま

た、お読みになったあとも大切に保管してください。 

 各部の名称 

 仕  様 

セ ン サ H-756 ＪＩＳクラス２（旧０.７５級） 
外形寸法 
重 量 １.２ｋｇ 

ＡＣ１００Ｖ ５０/６０Ｈｚ 

138（W）×113（H）×168（D）mm 
温 度 

測定範囲 確 度 

漏洩電流 

０～５００℃ 
最大目盛値の±２.０％以内 
（ただしＪＩＳでは２.０級） 

指示値±１０％（０.２≦指示値＜１μＡ） 
指示値±５％（１≦指示値≦１００μＡ） 

絶縁抵抗 

０～１００μＡ 

０ ～ ∞ Ω 
指示値±５％（０≦指示値≦１００ＭΩ） 
指示値±１０％（１００＜指示値≦５００ＭΩ） 



 注意文の警告マークについて 

２ 

この取扱説明書ではご使用上の注意事項を次のように区別しています。 

  警告 …重傷をともなう重大事故の発生を想定してのご注意 

  注意 …傷害や物的損害を想定してのご注意 

なお、注意  として記載されていても、あるいは特に記述がなくても、状況によっては重大

な結果をまねく恐れがあります。正しく安全にご使用ください。 

 ご使用上の注意 

測定直後のセンサに手を触れないでください。やけどの恐れがあります。 

警告 

１．ハンダゴテのビットを本機のセンサ中央部に強く押しつけないでください。短期間でセ 
     ンサが断線する恐れがあります。 
２．本機は５００℃以上の温度測定はできません。５００℃以上のハンダゴテには使用 
     しないでください。 
３．本機は水平で安定した場所に設置してください。 

４．本機は精密機器です。落下などの強い衝撃を与えないでください。破損・故障の 
  原因となる恐れがあります。 

５．本機を分解・改造しないでください。破損・故障の原因となる恐れがあります。 
６．センサの中央部以外にはハンダが乗らないように加工してありますが、付着すると誤 
     差の原因となります。 
７．センサは消耗品です。断線した場合は新しいセンサと交換してください。 

８．室温２０℃±１０℃の範囲内で使用してください。 

注意 



３ 

モードスイッチを押して希望のモードを選びます。 

温度表示モニタランプ（緑）の点灯時は温度計モード、消灯時は絶縁抵抗/漏洩電

流モードです。 

３ 

２ 電源プラグをコンセントに差し込み、電源スイッチをＯＮにします。 
メーター部の電源モニタランプ（赤）の点灯を確認してください。 

１ 本機を水平で安定した場所に設置します。 
 ご使用方法 

４ 通電したままのハンダゴテのビットを、センサ中央部に当
てます。 

このとき、ビットからセンサへの熱伝導を向上させるため、

図のように少しハンダを供給してください。 

５ 針の示す数字を読み取ってください。 
 

絶縁抵抗計として使う場合は、必ず極性切換スイッチを２回押してみて厳しい方の値

を採用してください。ＭΩは小さいほうの値、μＡは大きいほうの値です。 

※後述の“絶縁抵抗（漏洩電流）測定時の注意点”（４～５ページ）をご参照ください。 

Ｈ-７５８ センサ 

精密ハンダゴテ用 

Ｈ-７５６ センサ 

標準付属品  

 センサ 

センサにはハンダのフラックスがたまります。ときどき Ｚ-２９３  

フラックスリムーバーなどをしみこませた布で軽くふきとってください。 

交換部品 センサは消耗品です。断線した場合は、

図のように本機から上へ引き抜き、新し

いセンサと交換してください。 



４ 

 絶縁抵抗（漏洩電流）測定時の注意点 

Ｈ-７５３はハンダゴテの絶縁体にＡＣ１００Ｖが加わった状態での、コテ先への漏洩電流

（μＡ）を測定する計測器です。本機のＭΩの値はこのμＡの値を換算して表示したもの

で、通電せずに測定するＤＣメガ計のＭΩとは異なるものです。これは本機が実作業により

近い、通電状態での漏洩電流（静電容量も含む）を測定するためです。 

漏洩電流を式で表すと以下のようになります。 

 

  漏洩電流を Ⅰ とすると    Ⅰ＝Ⅰ１＋Ⅰ２ 

 

     絶縁抵抗によるもの Ⅰ１＝Ｅ/Ｒ [Ｅ：電圧（Ｖ）、Ｒ：絶縁抵抗（Ω）] 

   静電容量によるもの Ⅰ２＝２πｆｃＥ [ｆ：周波数（Ｈｚ）、ｃ：静電容量（ｐＦ）、Ｅ：電圧（Ｖ）] 

 

本機でＭΩを基準に測定できるハンダゴテはＡＣ１００Ｖの直結式（温調なし）の２Ｐプラグ

タイプのみです。これ以外のハンダゴテについてはμＡを基準に管理してください。 

例えば降圧トランス入りや温度調整回路入りのハンダゴテの場合、１００Ｖの正弦波が崩れ

ることで２ＰプラグであってもＭΩの値は採用できません。また、トランスなどの静電容量ｃ

が含まれるため、値としては悪くなります。この場合はコテ自体を測定しているのではなく、

給電部を含めた被測定系すべての漏洩電流を指示しています。３Ｐプラグの場合は変換

アダプターでアースを浮かして測定する必要があり、この場合アースラインが浮遊容量を

拾った分も指示するので同じハンダゴテでも３Ｐプラグのほうが値は悪くなります。 

トランスの有無 温調回路の有無 プラグ形状 入力電圧（Ｖ） 絶縁抵抗（ＭΩ） 漏洩電流（μＡ） 値の傾向 値の傾向 

無 

有 

無 

有 

２Ｐ 
３Ｐ 
２Ｐ 
３Ｐ 
２Ｐ 
３Ｐ 

１００ 

○ 

× 

大 

小 

○ 

大 

小 

Ｈ-７５３で管理できるハンダゴテのタイプ 



品 番 絶縁抵抗（ＭΩ） 漏洩電流（μＡ） 備 考 
Ｈ-１１０ 

ＨＳ-１１ 

Ｈ-１３０ 

Ｈ-６００ 

ＨＳ-３５ 

ＨＳ-３６ 

ＨＳ-５０ 

ＨＳ-８０１ 

ＨＳ-４００ 

１００ 

  ３０ 

- 

  １ 

  ３ 

  ４ 

  ７ 

１０ 

５０ 

  ２ 

ブーストせずに安定時 

ＨＳ-５１   ８ 

５ 

 絶縁抵抗（漏洩電流）測定時の注意点 

本機で測定した値についての推奨値、基準値は特に指定しておりません。作業工程上で

のワークに関する不良率などから、自主基準を設定し運用してください。 

参考値として当社品の出荷時のデータを表に示しますので管理基準の作成にご活用くだ

さい。 

Ｈ-７５３での当社製品の測定値 

※ 新品を１時間通電後に通電状態で測定（温調付きはすべてＭＡＸに設定） 

※ ３Ｐのものはアースを浮かせて測定。 

※ 当社での測定の参考値であり、保証値ではありません。 

※ 測定する環境や個人によって測定値は変動します。 



６ 

校正・調整はご購入店を通じ当社へご依頼ください。試験成績表、校正証明書、トレーサ
ビリティチャートの発行も承ります。 
お客様にて、計器が正しいかどうかを判定する「校正」、正しくないと判断された場合の「調
整」をしていただくこともできますが、このことで生じる不測の事態につきまして当社では責
任を負いかねます。あらかじめご承知おきください。以下に、校正についての方法のみ記し
ます。調整方法に関する詳しい説明書はご請求に応じお届けいたします。 
校正・調整を行うには直流電圧発生器と電圧計が必要です。あらかじめご用意ください。 

：室温中（２０℃＜室温＜２３℃）で作業を行ってください。 

：標準試験温度の室温中に３０分程度の間、標準器と被校正器を放 

  置しておいてください。 

標準試験温度

校正準備 

メーターの調整 

電源スイッチを切った状態で指針が０よりずれているときは、刃幅３ｍｍくらいのマ
イナスドライバーでゼロ調整ネジを徐々に回し、指針が０を指すように調整してくださ
い。 

１. モードスイッチを切り換え、温度計モードにします。電源プラグをコンセントから抜いて 
    ください。 
２. センサを引き抜き、計器のゼロ調整をしてください。 
３. 測定回路図の通り配線してください。 
４. 表の各印加電圧（ｍＶ）を加え、針がそれぞれ５００、４００、３００、２００、１００℃の 
   目盛を正しく指せば本機は基準内にあります。 
※ 必ず電圧計で印加電圧を確認してください。 
    温度計の消費電力があるため指示値が低くなることがあります。 

 校正方法 

ゼロ調整 

電源スイッチを入れてモードスイッチを絶縁抵抗計モードにします。 
指針が∞位置からずれているときは、マイナスドライバーでオフセット調整ネジを
徐々に回し、指針が∞を指すように調整してください。 

∞調整 

温度目盛校正 

校正手順 ● 

センサベース 

電圧計 

電  源 

  

 

 

誤差規格は電気試験

において±１.５％以内 ※ ＪＩＳ １６０２ Ｅ種より センサ抵抗 
    分の電圧降下の値を減算済み 

温度（℃） 

５００ 

４００ 

３００ 

２００ 

１００ 

印加電圧（ｍＶ） ※ 

３６.８５ 

２８.８２ 

２０.９５ 

１３.３７ 

  ６.２９ 



 校正方法 

１. 温度校正の測定回路を取り外し、再びセンサをセットします。 

２. ３０分程度放置した後、本機の電源スイッチを入れ温度モードになっているか 

    [モニタランプ （緑） 点灯] 確認します。 

３. このとき指示が室温（±２℃以内）を示すか確認してください。 

７ 

室温補償装置の動作試験 

絶縁抵抗・漏洩電流目盛校正 
本機の絶縁抵抗目盛は、電源電圧を１００Ｖ（５０/６０Ｈｚ）一定としたときにセンサに標準
抵抗をつないだ状態で目盛られておりますので、校正はこの条件で行ってください。電源
電圧に変動があればその割合だけ値が移動します。なお、標準抵抗としては温度係数の
小さい±１％を保証できる金属皮膜抵抗（１/２Ｗ以上）などを使用してください。 

校正手順 ● 

１. 本機の電源プラグをコンセントに差し込んでください。 
２. 電源スイッチを入れてモードスイッチを切り換え、絶縁抵抗モードにします。 
   [ モニタランプ（緑）が消灯した状態 ] 
３. この状態で∞（無限大）位を指示しているかを確認してください。誤差のあるときは、 
   背面の穴よりオフセット調整ネジを静かに回して合わせてください。ただし若干の誤 
   差はあっても５００ＭΩ以下の測定値への影響はほとんどありません。 
４. いったん電源スイッチをＯＦＦにしてください。 
５. 下記の通り配線してください。 

ＡＣ１００Ｖ 

本機へ 

（ａまたはｂ） 

標準抵抗として用意するもの 
            １００ＭΩ 
              １０ＭΩ 
                １ＭΩ 
標準抵抗は一端をセンサ中央部
に直接ハンダ付けをし、他端を
コードクリップなどでコンセントに接
続します。 

６. 再度電源スイッチを入れ、指示するＭΩ目盛を確認してください。 
   （指示しないときは極性切換スイッチを押してください。） 
７. １００ＭΩ、１０ＭΩ、１ＭΩ、０Ω（ダイレクトに接続）と抵抗を替えて指示を確認して 
    ください。 
    標準抵抗の数値どおり（許容誤差は１～１００ＭΩ間において±５％）を示せば、本 
    機は基準内にあります。 
 
  ※ 漏洩電流と絶縁抵抗は反比例することを利用し、換算した目盛で同一の指針を 
      読み取るものですので、絶縁抵抗構成を行えば漏洩電流校正の必要はありませ 
      ん。 



09.04 

８ 

本社 〒556-0021 大阪市浪速区幸町１-２-１２ 

       TEL(06)6567-3111 FAX(06)6562-0024 
  

TEL(06)6567-3132 
月曜日から金曜日（祝日を除く）の 9:15～12:00、13:00～17:00 

技術的なお問い合わせ 

標準抵抗を直接センサにハンダ付けして行うのが最も良い方法ですが、センサ中央部
からリード線にて導いたあと同じように測定する場合は、つぎの事項について十分な注
意が必要です。なお、校正時に標準抵抗ＢＯＸなどを使用するときも同じです。 

 校正方法 

絶縁抵抗校正の注意点 ● 

センサに普通のコードで導いた抵抗を接続
すると指示が不安定になります。従って図
のようにシールド線をできるだけ短くして抵
抗につなぎ、シールド部を本機のケースに
接続してください。（ケース接続は本機裏ブ
タのネジを利用してください。）リード線で導く
場合、標準抵抗を含め絶縁板などで十分
絶縁を行ってください。 

標準抵抗ＢＯＸのとき 

センサ センサ 

Ｒ ＡＣライン 

リード線 

ＡＣライン 

シールド線 

本機ケースへ 

センサ 

シールド線 
ＡＣライン 

ＣＯＭ 

１ＭΩ 
１０ＭΩ 
１００ＭΩ 

本機ケースへ 

標準抵抗ＢＯＸ 



H-753      ハンダゴテハンダゴテハンダゴテハンダゴテ温度計温度計温度計温度計のののの校正方法校正方法校正方法校正方法    

長期のご使用により、測定結果に疑問が生じた場合、または特に指定点調整を希望されるときは以下の方法に

よって調整はできますが、これによって生じる不測の事態について当社では責任を負いかねます。あらかじめご

了承願います。 
正式の校正、調整はご購入店を通じ当社へご依頼ください。 

標準試験温度 
校正および調整準備 

：室温中（２０℃＜室温＜２３℃）で作業を行ってください。 
：標準試験温度の室温中に３０分程度の間、標準器と被校正器を放置しておいてください。 

１１１１    

    メータのメータのメータのメータの調整調整調整調整    

∞∞∞∞調整調整調整調整 

ゼロゼロゼロゼロ調整調整調整調整 

電源スイッチを切った状態で指針が０よりズレているときは、ゼロ調整ネジを刃幅３ｍｍ位のマイナスドライバー

で調整してください。 

電源スイッチを入れてモードスイッチを絶縁抵抗計モードにします。温度表示モニタランプ（緑）の消灯時が絶

縁抵抗計モードです。 
この時指針が∞位置からズレているときは、後面にありますオフセット調整ネジを調整してください。 

１１１１ 

    温度目盛校正温度目盛校正温度目盛校正温度目盛校正    

● 校正手順校正手順校正手順校正手順 

３３３３ 測定回路図の通り配線してください。 

２２２２ センサを引き抜き、計器のゼロ調整をしてください。 

モードスイッチを切り換え、温度計モードにします。温度表示モニタランプ（緑）の点灯時が温度計モード

です。 
電源プラグをコンセントから抜いてください。 

※ 必ず電圧計で印加電圧を確認してください。温度計の消費電力があるため指示値が低くなることがありま 

  す。 

※ 電源とセンサベース間の導線による電圧降下があるので、なるべくセンサピン直近で電圧測定してください。 
※ より正確を期するため、各接続はハンダ付けによることをおすすめします。 



４４４４ 表の各印加電圧（ｍＶ）を加え、針がそれぞれ５００、４００、３００、２００，１００℃の目盛を正しく指せば本機

は基準内にあります。 
ＪＩＳの定める各温度に対する印加電圧は下表右欄の通りですが、センサ抵抗分の電圧降下を見込んでいま

せん。Ｈ-７５３ に適合するセンサ Ｈ-７５６（標準付属）、Ｈ-７５４、Ｈ-７５８ はそれぞれ異なった抵抗値を有す

るので、ご使用になるセンサによって印加電圧は異なります。ＪＩＳ１６０２Ｅより各センサ抵抗分の電圧降下の

値を減算したものを下に示します。センサ品番うしろの（ ）内の数値は電圧の降下率です。 

２２２２    

    温度目盛校正温度目盛校正温度目盛校正温度目盛校正    

Ｈ-７５６センサを使用する場合で説明します。 
もし印加電圧 ３６.８５ｍＶ に対するメータ指針が５００℃でない場合は、底フタを開けてトリマーＪをまわし、 

５００℃を指すように調整します。以下４００、３００、２００、１００℃の各点について確認してください。 
※ 他のトリマーはまわさないでください。調整が困難になります。 

５００ 

４００ 

３００ 

２００ 

１００ 

使用センサ別印加電圧（ｍＶ） 

３６.８５ 

２８.８２ 

２０.９５ 

１３.３７ 

６.２９ 

３６.７４ 

２８.７４ 

２０.８８ 

１３.３２ 

６.２８ 

３６.７０ 

２８.７１ 

２０.８６ 

１３.３１ 

６.２７ 

３７.００ 

２８.９４ 

２１.０３ 

１３.４２ 

６.３２ 

温度

（℃） 
Ｈ-７５６（０.４％） Ｈ-７５４（０.７％） Ｈ-７５８（０.８％） 

印加電圧（ｍＶ） 
ＪＩＳ１６０２ Ｅ種 

● 調整方法調整方法調整方法調整方法 



 室温補償装置室温補償装置室温補償装置室温補償装置のののの動作試験動作試験動作試験動作試験    

１１１１ 温度校正の測定回路をとりはずし、再びセンサをセットします。 

２２２２ ３０分程度放置した後、本機の電源スイッチを入れ温度モードになっているか確認します。 
（モニタランプ(緑)点灯） 

３３３３ このとき指示が室温を示すか確認してください。（±２℃以内） 

３３３３    

 絶縁抵抗絶縁抵抗絶縁抵抗絶縁抵抗・・・・漏洩電流目盛校正漏洩電流目盛校正漏洩電流目盛校正漏洩電流目盛校正    

本機の絶縁抵抗目盛は、電源電圧を１００Ｖ(５０／６０Ｈｚ)一定としたときにセンサに標準抵抗をつないだ状態で目

盛られておりますので、校正はこの条件で行ってください。電源電圧に変動があればその割合だけ値が移動し

ます。なお、標準抵抗としては温度係数の小さい±１％を保証できる金属皮膜抵抗(１／２Ｗ以上)などを使用してく

ださい。 

標準抵抗として用意するもの 

１００ＭΩ 

１０ＭΩ 

１ＭΩ 

標準抵抗は一端をセンサ中央部に直接

ハンダ付けをし、他端はコンセントより

コードクリップなどで接続します。 

● 校正手順校正手順校正手順校正手順 

１１１１ 本機の電源プラグをコンセントに差し込んでください。 

２２２２ 電源スイッチを入れモードスイッチを切り換え絶縁抵抗モードにします。 

３３３３ この状態で∞(無限大)位を指示しているかを確認してください。誤差のあるときは、背面の穴よりオフ

セット調整ネジをマイナスドライバーで静かにまわして合わせてください。 
（但し若干の誤差はあっても５００ＭΩ以下の測定値への影響はほとんどありません。） 

５５５５ 下記の通り配線してください。 

４４４４ いったん電源スイッチをＯＦＦにしてください。 

６６６６ 再度電源スイッチを入れ指示するＭΩ目盛を確認してください。 

７７７７ １００ＭΩ、１０ＭΩ、１ＭΩ、０Ω（ダイレクトに接続）と抵抗を替えて指示を確認してください。 



16.01 ４４４４    

 絶縁抵抗絶縁抵抗絶縁抵抗絶縁抵抗・・・・漏洩電流目盛校正漏洩電流目盛校正漏洩電流目盛校正漏洩電流目盛校正    

● 調整方法調整方法調整方法調整方法 

１１１１ 各指示が標準抵抗値でない場合はトリマーＨを回して指針

を合わせてください。 

４４４４ １１１１～３３３３を２、３回繰り返してください。 

３３３３ もういちど抵抗を接続してください。 

２２２２ 抵抗をはずしてオフセット調整ネジで∞を合わせてください。 

センサに普通のコードで導いた抵抗を接続すると指示が不

安定になります。従って図のようにシールド線を出来るだけ

短くして抵抗につなぎ、シールド部を本機のケースに接続し

てください。（ケース接続は本機裏フタのネジを利用してく

ださい。）リード線で導く場合、標準抵抗を含め絶縁板な

どで十分に絶縁して行ってください。 

 ● 絶縁抵抗校正絶縁抵抗校正絶縁抵抗校正絶縁抵抗校正のののの注意点注意点注意点注意点 

標準抵抗を直接センサにハンダ付けして行うのが最も良い方法ですが、センサ中央部からリード線にて導いた

あと同じように測定する場合は、次の事項について十分な注意が必要です。なお、校正時に標準抵抗ＢＯＸな

どを使用するときも同じです。 

※ 

※ 
他のトリマーはまわさないでください。調整が困難になります。 
漏洩電流目盛は絶縁抵抗目盛より導かれているので、絶縁抵抗校正を行えば特に校正の必要はありま

せん。 

本社 〒556-0021 大阪市浪速区幸町１-２-１２ 

       TEL(06)6567-3111 FAX(06)6562-0024 

補修部品については、ｗｅｂ上のパーツリストをご覧ください。 

ホーザン  通信販売 検索検索検索検索    通信販売もご利用いただけます。 
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